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おかげさまで、
「ＦＰの家」誕生３０周年

　洗濯機や乾燥機を配置し、キッチンや浴室・洗面

脱衣・トイレなど水回りと近接させて家事を集約す

るのがユーティリティの役割。リビングなどお客様の

目にする場所をスッキリさせて生活感を抑えるのに

も役立ちます。

　間取りは様々ですが、まずは家事動線をできるだ

け短くすることが大切。勝手口を設けて屋外の物干

しスペースと連続させたり、タオルやシーツの収納

スペース、ミシンやアイロンがけの専用スペースを

確保できると理想的ですが、住宅全体の面積配分

を考慮して判断しましょう。比較的長く過ごすことが

想定される場合は、気持ち良く家事ができるよう採

光など居心地にも考慮したいところです。

　模様替えの際には、木製家具や小物類を塗り直

してイメージを一新してみては。まずは表面の汚れ

を落とし、木工用サンドペーパーをかけて下地の準

備を。オイルステインは木目や素材感が残るのが

特徴で、ペンキは豊富なカラーバリエーションから

選ぶことができます。白木の場合はニスだけでも違

う雰囲気に。刷毛は木目方向に塗り、一度乾燥さ

せてから二度塗りをして仕上げます。

　わざとペンキを不揃いに剥がしたりして使い込ま

れたテイストを加える「エイジング加工」を施すとア

ンティーク風に早変わり。子供やペットにも安全な

顔料を使用した塗料も様々な種類が販売されてい

ますので、チェックしてみてはどうでしょうか。

　屋内外のホコリや汚れがたまるカーテ

ンは掃除の盲点。ホコリを払って取り外

し、水洗いのできる場合は洗濯機たっぷ

りの水で優しく洗います。しつこい汚れは

酸素系漂白剤や二度洗いを。脱水は短

時間に切り上げてシワを防ぎ、カーテン

レールの掃除も忘れずに済ませましょう。

　任意の地方自治体への2000円以上の寄付

で所得税・住民税が控除される制度で、各地

でお礼の特産品を用意しています。限度額は

収入や家族構成で異なり、住宅ローン控除と

の併用も可能。ただし控除によってすでに税

額が0円となっている場合は自己負担金が増

えてしまうため、十分注意しましょう。

ツリー本体は枝を放射状に広げ、枝先を伸ば

すと綺麗なシルエットに。オーナメントは色数

を絞って大きい種類から一定間隔を空けて配

置し、続いて小さい種類で埋めていきます。

電飾は先端から下へ巻くか、少ない場合はジ

グザグで正面のみでもOK。リボンはオーナメ

ントとのバランスで増減しましょう。

教えて！おカネの

カーテンの掃除

ふるさと納税

クリスマスツリー

ユーティリティ 家具・小物の塗替え

暮らしの ポイント

足元のフローリングから手すりや壁まで、

木のぬくもりが感じられる住宅は、

肌ざわりだけでなく見た目にもあたたかいもの。

家づくりにおける木の使われ方を考えます。

　居心地の良い空間で長く暮らしたい

ご家族に選ばれることが多いのは、や

はり木のぬくもりを感じることができる

住宅ではないでしょうか。比較的値ごろ

な価格から選ぶことができ、和洋を問

わず様々なテイストにも馴染む木は家

づくりにおける代表的な素材であるとと

もに、幅広い可能性をもっています。

　特にフローリングは面積が広く日常的

に足に触れる場所。従来の合板フロー

リングのほか、無垢材を選ぶ方も多くい

ます。無垢材は一枚の木からなり、自然

素材ならではの肌触りや調湿のはたら

きがあることが特徴ですが、一方で合

板よりやや割高であること、傷や汚れ

がつきやすいという点にも注意を。材質

にばらつきがあることから価格だけで

選ばずに品質を吟味すること、不ぞろ

いな箇所や経年の変化の味わいを理

解することが大切です。ワックスがけや

メンテナンスが煩雑に感じる場合は、

様々な特性をもった合板フローリング

を選ぶのが良いでしょう。水はねしやす

いキッチンと、くつろいで過ごすリビング

や寝室などの居室とで種類を使い分け

るのもひとつの方法です。

　フローリングのほか、直接手足の触れ

る場所に木が使われていると体感的に

もぬくもりの感じられる住宅になります。

家族の過ごし方を想像しながら、どこに

木が使われていると快適かを考えてみ

ては。ヒノキやスギ・ナラなど木は種類

によって様々に性質が異なるため、予算

や用途・イメージに合わせて適切な種

類をプロに尋ねてみましょう。また、地

域によって伝統的に使われている木材

や、その土地の気候に合った種類など

もあります。

　インテリアの演出では、柱や梁などの

構造材で木の存在感を際立たせたり、

壁や天井を羽目板張りにして木の表情

を見せるなどの方法も魅力があります。

いずれも重たい印象にならないよう材

質を選び、他の素材も選択肢に入れな

がらの検討が失敗しないコツです。

　木を長く愛着をもって使うには湿気を

避け腐食を防ぐことがとても大切。木の

外観を保つことはもちろん、柱などの構

造体では腐食の有無が住宅の寿命を

左右することになります。

　「FPの家」が採用するウレタン断熱パ

ネルは水や湿気に非常に強く、長期に

渡って結露や腐食を防ぐ画期的な高

性能が特長。構造体をしっかりと守ると

ともに家全体が冬でも裸足で歩ける暖

かさで、木ならではのぬくもりを一層引

き立てることができます。

面積の広いフローリング、

無垢材は個性を大事に

木は腐食を避けるのが大切、

長く愛着をもって暮らせる家に

触れるところ、見せるところ

用途に合わせた素材選びを
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